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編 集 後 記

私が文芸･言語専攻の紀要編集委員会委員長を担当するは今回で 2 度目とな

る。前回は 2007 年度で，その時には『文藝言語研究』ではそれまで行われて

いなかった査読制度を導入するという変更を行った。その時から大学の状況

も大きく変わり、予算的な事情もあって、そもそも専攻としてこれまでのよ

うな紀要制度を維持すべきかどうかを見直す時期にさしかかっている。専攻

構成員の自由な研究発表を保証する媒体として、やはりこれまで通りの紀要

を維持すべきだという考え方もある。他方、現在の学位プログラム化の流れ

の中で、専攻単位ではなく、人文・社会系全体で協力してより開かれた審査（査

読）制度を備え、厳しい業績評価に耐えうる研究誌を目指すといった意見も

考えられる。

構成員の皆さんの率直なご意見をお聞かせ願えれば幸いである。

（竹沢　幸一）

発　行　所 筑波大学大学院
 人文社会科学研究科　文芸・言語専攻

  茨城県つくば市天王台１丁目１番地

  電 話（029）853-4340（〒305-8571）

印　刷　所 　筑波印刷情報サービスセンター協同組合

文藝言語研究（第74巻）

2018年 9 月30日発行



2018 74

STUDIES IN LANGUAGE
AND LITERATURE

Literature
CONTENTS

Doctoral Program in Literature and Linguistics

University of Tsukuba

On the Meaning of the Title of the Section of Sarvârtha-siddhi
　　 in the Index of the Vajraśekhara-sūtra Yoga in Eighteen Sections
 ……………………………………………………… AKIYAMA Manabu 1

A study of the haiku created
　　 by KAWAKAMI Fuhaku and the tea ceremony
 …………………………………………………………ISHIZUKA Osamu 27

Language
CONTENTS

A Morphosyntactic Study on Loanword Verbal Nouns in Japanese: 
　　Category, Lexical Strata and Morphological Structure
 ………………………………………………………… TAGAWA Takumi 39

Tense Interpretation in Noun Predicate Sentences
 ………………………………………………………MIYOSHI Nobuyoshi 59


